
平成２８年度就職・採用活動に関する調査（企業）

概要版

就職問題懇談会
（事務局：文部科学省）

平成２９年３月



企業における採用活動の状況を把握し、今後の就職・採用活動の円滑な実施の検討に資する。

就職問題懇談会（事務局：文部科学省）

対象：全国の企業2,500社（全国の企業より規模、地域、業種のバランスを考慮した上で無作為抽出）
方法：調査票の送付
期間：平成２８年８月２日（火）～８月２３日（火）

※８月１日現在の状況を回答。

調 査 概 要
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調査主体

実施方法

調査目的

回答率

属性

  全  体 １００人未満
１００～２９９
人

３００～４９９
人

５００～９９９
人

１，０００～
４，９９９人

５，０００～
９，９９９人

１０，０００人
以上

　無回答

1144 83 518 115 99 165 81 78 5

100.0 7.3 45.3 10.1 8.7 14.4 7.1 6.8 0.4

  全  体 北海道・東北
関東（東京以
外）

東京 中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 　無回答

1144 80 127 358 239 180 98 54 8

100.0 7.0 11.1 31.3 20.9 15.7 8.6 4.7 0.7

  全  体
鉱業・採石
業、砂利採
取業

建設業 製造業
電気・ガス・
熱供給・水道
業

情報通信業
運輸業、郵
便業

卸売業、小
売業

金融業、保
険業

不動産業、
物品賃貸業

学術研究、
専門・技術
サービス業

宿泊業、飲
食サービス
業

生活関連
サービス業、
娯楽業

教育・学習支
援業

医療、福祉
サービス業
（他に分類さ
れないもの）

その他 　無回答

1144 1 131 417 15 89 43 211 28 14 12 21 10 21 25 75 19 12

100.0 0.1 11.5 36.5 1.3 7.8 3.8 18.4 2.4 1.2 1.0 1.8 0.9 1.8 2.2 6.6 1.7 1.0

発送数：２，５００件 有効回答件数：１，１４４件 回答率： ４５．８％

１．従業員数

３．業種

２．地域
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本年度の採用活動状況

【採用活動の有無】 【就職・採用市場の認識】 【採用予定者（昨年度と比較）】

実施した ９０．７％
実施しなかった ８．９％

売り手市場 ８２．８％
買い手市場 １．５％
どちらとも言えない １５．１％

増やした ３０．４％
減らした １２．４％
変わらない ５６．７％

本年度採用活動を実施しましたか 本年度の就職採用市場は全体として売り手市場でしたか 昨年度に比べ、採用予定数の増減はありましたか

（注）本調査において、採用活動の時期や実態・影響に関する設問は、本年度採用活動を「実施した」と
回答した企業（調査回答企業全体の90.7％（1,038社））が回答したもの。

n=1,038 n=1,038
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広報活動開始時期

【大企業】
平成２８年３月が７６．１％と最も多い。８１．５％の企業が３月以降に広報活動を開始した。
【中小企業】
平成２８年３月が５４．３％と最も多い。７５．４％の企業が３月以降に広報活動を開始した。

広報活動を開始した時期はいつでしたか

※従業員数300人未満と回答した企業を「中小企業」、従業員数300人以上と回答した企業を「大企業」とした。
※本年度採用活動を実施し、かつ従業員数について回答のあった1,035社（大企業523社、中小企業512社）について集計。
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【参考】昨年度調査との比較（広報活動開始時期）

昨年度調査においても、「全体」、「企業規模別」ともに３月に広報活動を開始した企業が最も多く、３月以
降に多くの企業が広報活動を開始している傾向は変わらない。
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（全体） （企業規模別）

（全体） （企業規模別）

【本年度（平成28年度）調査】

【昨年度（平成27年度）調査】



採用選考活動開始時期
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【大企業】
平成２８年６月が３９．２％と最も多い。５６．７％の企業が６月より前に採用選考活動を開始した。
【中小企業】

平成２８年４月が２７．０％と最も多く、次いで平成２８年６月が２４．２％であった。５７．７％の企業が６月
より前に採用選考活動を開始した。

採用選考活動（面接等）を開始した時期はいつでしたか

※従業員数300人未満と回答した企業を「中小企業」、従業員数300人以上と回答した企業を「大企業」とした。
※本年度採用活動を実施し、かつ従業員数について回答のあった1,035社（大企業523社、中小企業512社）について集計。



【参考】昨年度調査との比較（採用選考活動開始時期）

昨年度調査においても、４月と採用選考活動開始の月（本年度（平成28年度）：６月、昨年度（平成27年
度）：８月）において、多くの企業が採用選考活動を行っている傾向は変わらない。
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【昨年度（平成２７年度）調査】

※昨年度（平成27年度）は、広報活動開始時期は３月以降、採用選考活動開始時期は８月以降であったことに注意。

（全体） （企業規模別）

（企業規模別）（全体）

【本年度（平成２８年度）調査】



内々定を出し始めた時期
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【大企業】
平成２８年６月が５１．１％と最も多い。３５．６％の企業が６月より前に内々定を出し始めた。

【中小企業】
平成２８年６月が２９．１％と最も多いが、平成２８年７以降と回答した企業も２８．７％と同程度。
３３．８％の企業が６月より前に内々定を出し始めた。

内々定を出し始めた時期はいつでしたか

※従業員数300人未満と回答した企業を「中小企業」、従業員数300人以上と回答した企業を「大企業」とした。
※本年度採用活動を実施し、かつ従業員数について回答のあった1,035社（大企業523社、中小企業512社）について集計。



採用予定者確保状況（Ｈ２８.８.１.時点）

中小企業全体 大企業
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採用予定数を概ね確保できたのはいつですか

n=1,038 n=512n=523

概ね確保出来た ４２．５％
まだ確保できていない ５６．６％

【全体】 【大企業】 【中小企業】

概ね確保出来た ５４．５％
まだ確保できていない ４４．９％

概ね確保出来た ３０．３％
まだ確保できていない ６８．４％



就職採用活動時期の変更（良い影響・課題となったこと）
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【良い影響があったと思うこと】 【課題となったこと】

本年度の採用選考活動の開始時期が８月から６月に変更になったことにより、採用選考活動にどのような影響がありましたか

採用選考活動が８月から６月になったことによる影響

n=1,017

n=1,018

①採用活動が短期間となったこと（２１．８％）
②暑い夏季に採用活動を行わなくて済んだこと（１７．４％）

③来春入社予定者のための準備業務が余裕をもって行えるようになったこ
と（１５．５％）

なお、「特にない」が５４．９％であった。

①業界研究や企業研究が明らかに不足している学生が従来よりも多く
見受けられたこと（３９．０％）

②開始時期を遵守せず、早期に採用選考活動を開始する企業がいたこ
と（３１．０％）

③内々定を辞退する学生が増えたこと（２８．９％）％
なお、留学と教育実習に関する事項については以下の通りであった。

・「学生の教育実習の時期と面接日程が重なってしまい、面接を実施で
きなかったり、面接日程の大幅な調整の必要が生じたこと」（１８．
７％）

・「学生の留学の時期と面接日程が重なってしまい、面接を実施できな
かったり、面接日程の大幅な調整の必要が生じたこと」（５．０％）

＜「課題となったこと」として回答した割合が高かった項目＞＜「良い影響があったこと」として回答した割合が高かった項目＞

※当てはまるもの全て選択。
※対象1,038社から無回答21社を除外

※当てはまるもの全て選択。
※対象1,038社から無回答20社を除外



学生の学業等への配慮
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本年度の採用活動において行っていた配慮の内容はどのようなことですか採用活動において学生の学業等へ配慮を行っていましたか

○本年度の採用活動において、８３．４％の企業が学生の学業等への配慮を行っていたと回答。

○配慮の内容としては、以下が多かった。
①授業等の事情に応じて面接の日程変更を行った。（７０．６％）
②説明会や面接日について、余裕を持って連絡するように努めた。（７０．２％）
③夕方や土日に説明会や面接を行った。（４２．２％）

n=1,038

n=857

※当てはまるもの全て選択
※配慮を行っていたと回答した866社に質問。無回答9社を除外



学生からの相談に対する企業の対応

○ 学生からの「面接等の日程と学業（授業、実習、ゼミ、留学等）の日程が重なったため、面接等の日程を変更する
などの配慮をしてほしい」旨の相談を受けた企業は、全体の６７．１％であった。

○ 面接が「授業、ゼミ」と重なった旨の相談が最も多く７８．８％であり、「教育実習」４１．６％、「試験」３８．５％と続い
た。「留学」については８．１％であった。

○ 相談を受けた企業のうち、「ほぼすべての学生に日程の変更等の対応した」との回答が７７．７％であり、「半分よ
り多くの学生に、日程変更等の対応した」は７．８％であった。

○ 学生からの申し出に対応できなかった理由は、「日程を合わせることができなかったため」が８０．６％であり、「採
用スケジュール全体の遅れが懸念されたため」１９．４％、「対応に必要な人員や予算が不足していたため」１６．
９％と続いた。

学生から面接等の日程を変更するなどの相談を受けたことはありますか
学生はどのような学業の日程と重なったと相談してきましたか

学生からの申し出に対応できなかった又は対応しなかったのはどのような理由でしたか
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n=1,038

n=688

n=124

※当てはまるもの全て選択
※相談を受けたと回答した696社に質問。無回答8社を除外

※当てはまるもの全て選択
※「ほぼすべての学生に対応した」以外の回答をした144社に質問。無回答20社を除外

相談を受けたうち、どのくらいの学生に対応しましたか

n=696

※相談を受けたと回答した696社に質問



採用選考活動における学業成果の活用

○採用活動において、学業成果（成績）や履修履歴を重視しているか。
「大いに重視している」又は「ある程度重視している」 （５３．９％）
「全く重視していない」又は「あまり重視していない」 （２６．７％）

○応募者全員に成績証明書等の書類の提出を求めた企業 （７４．８％）、
そのうち、面接の中で成績証明書等に基づき質問をした企業（５７．９％）

○質問をしてよかったと思うこと
①学業以外の評価と合わせることで、多面的な評価ができた（６１．４％）
②学修成果について聞くことで、会社の求める能力と合致していることがわかった（４０．４％）
③大学の学生に対する取組や考え方等の特徴を知ることができた（３８．６％）

採用選考において、卒業・修了前年度までの学業成果（成績）や履修履歴を重視していますか 本年度の応募者全員に成績証明書の単位を修得した授業科目名、単位数及び成績（履修
履歴）がわかる書類の提出を求めていますか

面接の中で、提出された成績証明書に基づき、質問をしましたか

n=1,038

n=433

n=1,038

質問をしてよかったと思うことは何ですか

※当てはまるもの全て選択
※面接の中で質問をしたと回答した449社に質問。無回答16社を除外 13

n=776

※成績のわかる書類の提出を求めていると
回答した776社に質問



留学経験者の採用等について

○ 留学経験者（日本人の学生で海外留学を経験した者）の採用の考え方
・採用にあたっては、留学経験の有無は考慮しない（７３．４％）
・留学経験者を積極的に採用したい（１４．９％）

○ 「留学経験者を積極的に採用したい」と回答した企業のうち、留学経験者採用のために行っていること
・「特に行っていない」（５１．３％）
・「別途のスケジュールを設けている 」（２９．２％）
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留学経験者（日本人の学生で海外留学を経験した者）の採用についてどのようにお考えですか

※あてはまるもの全て選択
※留学経験者を積極的に採用したいと回答した企業155社に質問。「無回答」1社を除外

留学経験者の採用のために行っていることは何ですか
（「留学経験者を積極的に採用したい」企業について集計）

n=154


